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アメリカの製造業と労働者の為のトランプ関税の真相   

トランプの価値観は、「貿易赤字はアメリカにとって悪である」。  

レーガン大統領が掲げた「脱工業主義」が功を奏して今日のアメリカの経済体質は過剰需要、過少供給のイン

フレ体質である。  

正反対に日本や中国の経済体質はデフレ体質である。  

アメリカの貿易赤字はアメリカの経済体質に起因しているのである。  

アメリカは需要に対して供給過少だから国民が生活するには輸入に頼らざるを得ないのである。  

トランプが貿易赤字を目の敵にし、その原因を貿易相手国の責任として関税を課すのは見当違いなのである。   

アメリカは、トランプ関税による輸入減でモノとサービスの供給が減少すると、供給力に余裕のないアメリカはイン

フレになる。  

トランプ関税で輸出減になり、モノとサービスの供給がだぶつくと需要に限界がある日本や中国はデフレになる。  

供給に限界があるアメリカは輸入コストが高くても必要最低限度の輸入をせざるを得ないが、十分供給を増や

すことが出来ないのでインフレが加速する。  

インフレを防ぎ、十分な供給を増やす為には海外の生産拠点をアメリカに移す必要がある。  

トランプ関税による輸出減で供給がだぶつく日本や中国は余剰供給を解消し、デフレを防ぐ為には内需拡大で

需要を増やさなくてはならない。  

日本や中国は自国の意志で内需拡大政策を採れるが、アメリカは自国の意志で海外の生産拠点をアメリカに

移行させることは出来ない。  

トランプ関税の狙いは海外生産拠点のアメリカへの移行を強制する為である。  

計算上は海外の生産拠点がアメリカに移行された分だけ貿易赤字が減ることになるが、実際には「そうは問屋

が卸さない」。  

トランプの支持者である低所得者が必要としている 3万ドル以下の大衆車は、トヨタのカローラを例外としてすべ

て輸入車である。  

米国内のトヨタを除くいかなる自動車メーカーも又これからアメリカへ生産拠点が移るとされるメーカーもアメリカ

で製造すれば赤字が出ることが決まっているので 3万ドル以下の自動車をアメリカでは製造することはない。  

輸入車に高関税をかければ、関税前の 3万ドル車は 37,000 ドルになり低所得者は買えなくなる。  

カローラはアッと言う間に売り切れてアメリカに 3万ドル以下の車が無くなる。  

日本でもアメリカでも製造される自動車の 75‐80%は約 3万点の部品で出来ている。  

日本でもアメリカでも自動車メーカーは部品のほとんどはいろんな国からの輸入に頼っている。   

アメリカへの輸入車だけでなく輸入部品にも 25%の関税をかけるのだから 3 万ドル以上の車のコストは上がり、

米国車の競争力は落ち、消費者は必要な車が買えず泣く！  

アメ車がアメリカで売れるには労働者の賃金を下げるしかなくなる。  

トランプは関税で世界の首脳に頭を下げさせる為にアメリカの消費者と製造業を犠牲にしているのである。   

「言うこととやることが正反対」、それがトランプである。  
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